
 

 

石川ハイテク交流センターの平成１８年度管理状況 
施設所管課 商工労働部産業政策課 

指定管理者 （財）石川県産業創出支援機構 

 理事長 谷本 正憲 

指定期間 平成 18年 4月 1日～平成 21年 3月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

産学官交流の推進に関

する業務 

産学官交流の機会の提供 

 ・北陸先端大、いしかわサイエンスパーク進出企業、県等が

出席するいしかわサイエンスパーク交流会（毎週木曜日）

を開催し、産学官連携や情報交換を促進 

自主事業の企画・実施 

・ＩＳＰフェスタの開催（Ｈ１８．６．３） 

 産業を支援する「知」の拠点施設を一般市民に公開すると

ともに、進出企業の製品や事業内容の紹介、ミニコンサー

トや講演会、スタンプラリー等の企画を実施 

利用の促進に関する業

務 

 

 

施設の情報提供、広報、広告 

・過去の顧客リストをもとに電話等により利用促進を図る 

・先端大関係者に対する施設利用の働きかけ 

 （Ｈ１７年度会議件数４２件→Ｈ１８年度１１５件） 

・能美市、能美市商工会へパンフレット配布と施設利用の呼

びかけ 

・ＩＳＰ視察に訪れた企業へのパンフレット配布と施設利用

の呼びかけ 

・市広報への掲載依頼 

・(財)金沢コンベンションビューローＨＰ掲載依頼 

・ パンフレット、ホームページの作成等 

宿泊者及び施設利用者の苦情・意見の把握・対応 

・ 利用者ニーズの反映     

・ 無線ＬＡＮの使用範囲を全館に拡大 

使用の承認に関する業

務 

使用許可等の状況 

・宿泊施設 許可数１，６６６人、不許可数０  

・会議室  許可数８２１件、不許可数０ 

使用料の収入実績 

・宿泊施設 ６，８８３，８８０円 

・会議室  ４，３９７，６５１円 

・テニスコート  ４４，４４０円 



 

 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃 

 ・日常清掃…会議室、宿泊室、事務室、玄関、廊下、トイレ、

ホール、レストラン、洗面所 

 ・日曜清掃…宿泊室等 

 ・定期清掃…弾性床（年４回）、カーペット床（年２回）、 

       窓ガラス（年２回）、池（年１回） 

 ・ビル管理法に基づく諸検査 

保守点検 

 ・空調設備 

 ・消防設備 

 ・電気工作物 

 ・エレベータ点検 

 ・通信装置 

警備 

 ・毎日１名が常駐 

（平日１７時半～翌８時半、土日祝２４時間） 

小規模修繕 

 ・音響設備 

 ・水道カラン 

 ・トイレセンサー 

 ・水回り施設 等 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応 

・当施設消防計画等による年２回の避難・通報訓練の実施や

緊急時対応についての職員教育の充実 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 
Ｈ１７年度 

（参考） 
Ｈ１８年度 前年度比 増減理由 

会議室利用者数

（人） 
６，６７９人 １０，３３０人 １５５％ 

宿泊者数（人） １，５２２人 １，６６６人 １０９％ 

地元商工会等への働きかけ

などによる会議室、宿泊施設

の利用増 

②使用許可等の状況 

 許可数 不許可数 不許可理由 

宿泊施設 １，６６６人 無し  

会議室 ８２１件 無し  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

宿泊施設 ６，８８３，８８０円 ２，１６０，１２０円 ※下記による 



 

 

会議室 ４，３９７，６５１円 ０円  

テニスコート ４４，４４０円 ０円  

※当施設に宿泊する者で、減免の措置を行うことにより、施設の設置目的である｢産学官

交流等の推進を通じ、高度な科学技術の振興を図る｣ことに資する特定の者。 

 

 対象者 イ、北陸先端科学技術大学院大学を訪問する者で、教育・研究を支援する者。 

     ロ、いしかわサイエンスパーク進出企業・研究所等で、教育・研究を支援する

者 

     ハ、石川ハイテク交流センターにおいて実施される高度な科学技術の振興に 

       資することを目的として来訪する者。 

     二、その他、石川県における高度な科学技術の振興に資する目的で利用する者。 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

受託料収入 ４０，２５５ 人件費 １７，３５１ 

使用料収入 １１，３２６ 光熱水費 ８，６４９ 

喫茶事業収入 ６，５２４ 修繕費 １，６６４ 

共益費収入 ６０６ 委託費 ２４，６１０ 

雑収入 １４０ 賃借料 １，７９４ 

労務費負担金収入 ７，４４４ 消耗品費 ８９５ 

  喫茶運営事業費 ６，６８５ 

  修繕積立預金 ３，０８７ 

  その他 １，５６０ 

合計 ６６，２９５ 合計  ６６，２９５ 

収支差額 ０  

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者アンケート結果、評価、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成 18年 

 

宿泊施設において、冷暖房のきき

が悪いとの指摘（４件） 

修繕の実施（７、８、１２月） 

平成 18年 4月 
大会議室等において、インターネ

ット利用の不便が指摘 

無線ＬＡＮの範囲を全館に拡大 

（大会議室、レストラン等） 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成 18年 6月 加圧給水ユニット１号機修繕 

平成 18年 6月 受水槽配管及びﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ修繕 
応急処置し詳細調査後に修繕実施 

平成 18年 8月 Ｃ会議室ﾌｧﾝｺｲﾙ･ｺﾝﾄﾛｰﾗ修繕 

平成 19年 3月 給水ユニット改修工事 
応急処置し詳細調査後に修繕実施 

 



 

 

③その他報告事項など 

特になし 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

に向けた取組みが行

われているか。 
Ｂ 

・現状把握と利用者の利便性向上のため、施設利用者に対

してアンケート調査を実施した。 

・無線ＬＡＮの使用範囲を大会議室やレストランなど全館

に拡大し、利用者の利便性向上を図った。 

②利用促進に向けた取

組みが行われている

か。 

Ａ 

・過去の顧客リストをもとに電話等により利用促進を図る 

とともに、能美市、能美市商工会等へ積極的な利用の働 

きかけを行った結果、全体として宿泊者数、会議件数と

もに増加した。 

・北陸先端大及びいしかわサイエンスパーク進出企業等と 

いしかわサイエンスパーク交流会（毎週木曜日）を開催 

し、利用促進に対する働きかけを行っている。 

③施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ 

・施設の維持管理を適切に運営し、専門的知識等を必要と

する部門は、外部専門業者に委託し、敏速、適切な管理

を実施した。 

④緊急時の対応・安全管

理などの危機管理が

適切に行われている

か。 

Ｂ 

・施設消防計画等に基づく、緊急時の対応、研修を実施し

た。 

 

⑤適切な管理運営を行

う組織・体制か。 Ｂ 

・適切な人材配置によって、施設の設置目的である産学官

交流等を推進するとともに、適切な管理運営が行える体

制となっている。 

総合評価 

Ｂ 

・施設の設置目的にあった管理運営がなされており、施設

利用者の利便性向上やサービスの向上、利用促進に向け

た新たな取り組みを実施しており、今後の成果に期待で

きる。 
○評価基準 

Ａ（優）：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 



 

 

 

（７）助言・指摘事項 

特になし 

 


